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🌸今月の一言🌸
今"ドキっ"
たんすの着物おしゃれ計画
帯合わせひとつで
アラ、不思議！

🌸 ７月の催事・イベント 🌸

◎知っとこ講座

とき：２（土）３（日）

◎ポーセラーツ教室

とき：２１日（木）

◎前撮り撮影会

とき：３１日（日）

※各詳細のお問い合わせはお店まで

◎HP：http://www.yashima-gofuku.co.jp/

🌸 さくらきもの学院 🌸

◎HP：http://jtti.jp/sakurawasou/

◎Fb：https://www.facebook.com/sakurawasou/

🌸 レッスンのお申込受付ます♪

・マンツーマンレッスン：初等科６回

・1dayレッスン：５００円/回

◎blog：http://sakura-rarara.sblo.jp/
By：お藤

昨今の浴衣事情アレコレ
--------------------------------------------------

近年浴衣を着る若者が増え始めてきたのにも関わらず、夏を過ぎると、その秋から冬にかけ
て袷の着物へと継続していかないことで、浴衣は別物、一過性のファッションにすぎないと
思われています。
そして昔から続く浴衣の醸し出す粋、仕立て、洒脱さが微塵も感じられず、もう少し夏の着
物としての浴衣を知って欲しいものです。

これからの和とくポイント

自分で着られる事も大事
--------------------------------------------------

思いつきで購入しても、自分で着られなければもったいないです。

そしてコーディネートの楽しみを知ってもらいたいです。

帯の結び方も色々あって楽しいですが、最近では、浴衣に足袋、半襟、帯締めなど合わせて、

浴衣をあえてきっちり着物風に着る着方も流行っています。

上質な浴衣ならではの楽しみ方です。

浴衣の気楽さを活かしてみたり、きっちり着てみたり、シチュエーションに合わせてどんど

ん着こなしもチャレンジしてもらいたいです。

浴衣は和装に興味を持つきっかけとしては最適です。

着物をいずれ着てみたい方は、まず浴衣から挑戦してやがては着物を着ることでハードルが

少し下がる感触を覚えて頂く方法もあります。

これから和装を文化として大切に扱われるためには、浴衣を着始めた若者たちに、一年を通

して着物に親しむ土壌を育んでもらうきっかけになる事に期待したいと思います。


